
平成 29 年度～令和 2 年度 

東京都特別支援教育推進計画（第二期）・第一次実施計画に基づく  

特 別支 援学校 におけ る特 別支援 教育の 充実 事業指 導資 料  

１ 知的障害や発達に課題のある児童・ ・生徒への指導法の研究 開発事業 

２ 小学校・中学校の知的障害特別支援学級から特別支援学校高等部までの

一貫した教育課程の研究事業 

３ 病院内教育における自立活動の在り方の研究事業 

令和３年３月 
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障害のある児童・生徒の学びを支える
特別支援教育の充実
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はじめに 

 令和３年 3 月
 東京都教育委員会

 

 

 

　東京都教育委員会では、 東京都における特別支援教育推進の基本的な方向を示す 「東京都特別
支援教育推進計画（第二期）第一次実施計画」 （平成 29 年２月策定） に基づき、小学校、中学
校における特別支援教育の充実に資する 実効性のある取組を推進し、東京の特別支援教育を着
実に進めてきました。
　 「東京都特別支援教育推進計画（第二期）」 の基本理念は、「 共生社会の実現に向け、障害のあ
る幼児・児童・生徒の自立を目指し、一人一人の能力を最大限に伸長して、社会に参加・貢献で
きる人間を育成 」することであり、この理念を実現するために 、 「 全ての学びの場における特別
支援教育の充実 」、 「 特別支援教育を支える基盤の強化 」等の方向性の下、 様々な施策を実施して
きたところです。
　本書では、これまでの各施策のうち、障害のある児童・生徒に対する指導の充実に向けた研
究事業から、（１）知的障害や発達に課題のある児童・生徒への指導法の研究・開発事業、（２）小
学校、中学校の知的障害特別支援学級から特別支援学校高等部までの一貫した教育課程の研究
事業、（３）病院内教育における自立活動の在り方の研究事業の取組と成果を報告します。
　 （１）の研究・開発事業では、児童・生徒が日常生活や体育的活動で必要な身体の動きを身に
付けるための指導内容・方法を 開発することを目的として、 作業療法士等の専門家の協力や、各
学校における教育実践から得られた知見を基に、身体の使い方の実態を分析する観点を整理し
ました。 要因や背景を見立て、 指導の検証を行い、身体の使い方の改善が学習面・生活面の変容
につな がることを事例にまとめました。
　 （２）の研究事業では、知的障害特別支援学級（小学校６年間と中学校３年間）及び知的障
害特別支援学校（高等部３年間）の計 12 年間を系統立てた教育課程を構築することを目的とし
て、 児童・生徒が学習してきた内容を各学校が確実に把握するとともに、学校間の適切な接続を
図るための考え方を整理しました。
　 （３）の研究事業では、病院内における自立活動の指導について、効果的な指導内容・方法を
体系的に整理し、各学校へ普及することを目的として、 病弱教育（病院内教育）を受けている児
童・生徒の学習上及び生活上の困難の軽減を図る指導等を充実させること、また、医療関係者
等と連携して指導や支援を前籍校へと引き継ぐための方策について、 研究指定校の実践を基に
整理しました。
　今後、区市町村教育委員会及び各学校においては、本書の内容を参考にしながら、児童・生徒
一人一人の教育的ニーズを捉えた指導のより一層の充実が図られることを期待しています。
　最後になりますが、本書の作成においては、各事業検討委員会の専門委員及び委員各位に御協
力をいただきました。感謝の意を表します。
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